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にアノテーション新規作成画面が表示される。図

2がそれで、未入力状態の画面である。まだ領域

が設定されていないためサムネイルには画像全

体が表示されており、本来ハイパーリンクである

「画像表示」の右側「縮小」「元のサイズ」「部分」

は無効となっている。なお、このサムネイルは画

像変換サーバが動的に作成したものである。②は

マウス操作で簡単に領域を設定することができ

る画面を表示するためのリンクであり、これをク

リックすると画面上に画像が表示される（図 3）。 
これははインラインフレームを使用して図 2

のアノテーション新規作成画面のページ内に新

しく別のページを表示し、これを最前面に配置し

たものである。 
領域設定画面上でマウスドラッグをすると半

透明のマスクが表示されるが（図 4）、これがア

ノテーション記述と関連づける領域である。ドラ

ッグ後、マウスのボタンを開放したタイミングで、

この領域に関する情報は背後に隠れているアノ

テーション新規作成ページに渡される。このペー

ジは画像変換サーバにサムネイル画像作成の要

求を送信し、戻ってきた画像でサムネイルを更新

している。 
図 4 の半透明のマスクの右下にある「選択」を

クリックすると領域の設定操作を終了し、その画

面が消えて、アノテーション新規作成画面が再度

現れる（図 5）。この段階で既にサムネイル画像

が変更されているとともに、図 2 の段階では無効

であった画像表示のためのハイパーリンクが作

成されている。 
 
図 6 は、図 5⑤の「縮小」を選択したものであ

る。元画像は 1880px×2660px のサイズである

が、が縮小処理により 1200px×800px の領域に

おさまるようにリサイズするため 545px×
800px で表示されている（なお、図 3、図 4 も同

様）。この枠線は html を使用して画像の上に線

を重ねて表示しているのではなく、画像変換サー

バで画像中に描画したものであって、画像のコピ

ーや変更を行ってもこの領域のマークはのこる

という利点があり、領域のマーク付画像を他のソ

フトウェアで簡単に扱うことができる。 
 

図 7 は、⑤の「元のサイズ」を選択したもので、

画像内に領域を示す枠線を描画したものである

点では図 6 と同様であるが、縮小されていない点

が異なる。 
 
図 8 は、⑤の「部分」を選択したもので、元画

像からアノテーション領域のみを切り出した画

像を表示されている。 

 

 
図 3：領域設定画面(1) 

 
図 4：領域設定画面(2) 

③マウスドラッグにより

領域を選択 
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図 5：アノテーション新規作成画面（領域設定後） 

 

図 6：アノテーション領域に枠線を付した画像(1) 

 

図 7：アノテーション領域に枠線を付した画像(2) 

 

図 8：アノテーション領域をクロップした画像 

 
5. おわりに 

テキストで記述される様々な事項と画像内の

所定領域とを組み合わせることにより、人文学研

究者にとってより便利でわかりやすい資料利用

環境を実現させるための方法として、画像変換サ

ーバを構築し、既存の画像データベースと連携さ

せる手法を示した。画像変換サーバは要求のあっ

た画像をネットワーク経由で取得して、リサイズ、

クロップ、枠線描画などを行った上で新しい画像

を送り出すという単純な処理のみを行なう。それ

ゆえに汎用性に優れており、一台設置しておくと

このサービスをもとに様々なアプリケーション

を構築することが可能となる。たとえば、浮世絵

の版元印など、対象を限定してアノテーションを

付与することで、元のデータベースとは異なる新

たな画像データベースを派生させることが可能

である。 

 

 

④サムネイル更新 

⑤画像へのハイパーリンク更新 




